2005-01-28

UBL JPLSC会議（2005年1月）議事録

日時：2005年1月27日（木）9:30～11:30

場所：富士電機グループ）第1応接室

出席者（敬称略）：

· プロセス経営研究所）川内

· 富士電機情報サービス）斉藤

配布資料：

· Questions and Comments regarding UBL Data Types

· UBL Unspecialized Data Types

· UBL Specialized Data Types

· Mapping Study from Japanese Major Business Document to UBL

· Comments in mapping Study from Japanese Major Business Document to UBL

以下の議事録の担当の敬称は省略しています。

1． 今年のUBLの活動予定

以下の予定がJon BosakからUBL TCメーリングリストに流れている。

(1) UBL Business Documentの翻訳版（日本，韓国，中国，スペイン）

· 2005年3月15日まで：4カ国の翻訳版の完成

· 2005年3月21日～28日：UBL TC内の投票

· 2005年5月：公開レビュー

· 2005年7月：CD（Committee Draft）として公開

(2) UBL V1.1のCD（Committee Draft）開発:2005年末目標

(3) F2F会議

· 2005年2月：米国のワシントン

· 2005年5月：中国の杭州

· 2005年8月：カナダのオタワ

· 2005年11月：米国のサンタクララ

2． 日本におけるUBLの普及について

(1) 欧米のUBL普及情報

· 2004年11月にUBL V1.0がOASIS標準になったが，最近のUBL普及状況が知りたい。日本でUBLを普及促進するには，世界的なUBLの導入状況が大きなキーワードである。特に欧米の導入状況は如何か。

· 適切な機会にUBL TCに問合せたい。

(2) 日本におけるUBLの認知・公開

· 現状では，日本で，UBL活動が殆ど知られてない。

· JPLSCの活動成果は，以前に話題に上がったように，日本のOASISホームページに掲載すると良い。

(3) 日本におけるUBLの普及促進

· 具体的に普及を促進するには，活発に活動している団体と連携が必要と思われる。業界としては製造業が良いと思われる。

· 例：共通XML/EDI実用化推進協議会，JEITA，JEDIC

(4) JPLSCの強化

· JPLSC活動を強化するには活動メンバーの増強が必要である。

· EDI標準メッセージを利用する立場の関係者が加わると良い。

3． Data Typeの日本語翻訳のフォロー

(1) 前回のJPLSC会議，及びその後の細田様の改善を踏まえて，2005年1月5日にUBL TCへ報告，問題点提起した。

(2) 1月25日に開催されたUBL TC電話会議で以下となった。

· Unspecialized Data Typeに関するコメントは，UBL TCの範疇ではなく，UN/CEFACT CCTSの範疇であり，CCTSに提出すべきコメントである。

· Specialized Data Typeは，UBL TCの範疇であり，UBL TCのIssue listに載せる。

4． ECALGA/UBLマッピング

(1) ECOMの中小企業EC/EDI普及SWGで実施したECALGA/UBLマッピングの資料を英訳して，1月12日にJPLSCメンバーに送付した。特にコメントがなかった。

(2) 1月25日に開催されたUBL TC電話会議で，このマッピング研究とここから生じたUBL仕様に関するコメントを2～3週間のうちに送付すると伝えた。

(3) 2～3週間のうちにUBL TCへ送付する。（斉藤）

５．次回のUBL JPLSC会議

· 以下に仮設定しました。

· 2005年3月7日（月）9:30～12:00

―以上―
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